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大川教育長祝辞

　

総会風景
渡辺晃三郎師

幕府の式楽となった幸若舞の雅の世界がかって西田中地区にあったことに思いをいたしましょう！

   幸 若 か わ ら 版  
幸若舞の里づくり会
　事務局　橋本守行
　電話090-7746-8689

　第 ６１号
  令和８年　７月 １日

令和８年度総会開催

渡辺晃三郎師謡い披露

さ
る
五
月
一
〇
日
、
会
員

二
〇
名
余
の
参
加
の
も
と
に

町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
の
開
会
挨
拶
の
後
、

大
川
伸
介
町
教
育
長
よ
り
祝

辞
を
頂
き
、
そ
の
後
大
村
会

員
を
議
長
と
し
て
、
総
会
議

事
に
移
り
ま
し
た
。

議
題
は
７
年
度
事
業
・
決

算
報
告
、
８
年
度
事
業
計

画
・
予
算
、
お
よ
び
役
員
選

任
等
で
い
ず
れ
も
原
案
の
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
（
議

事
資
料
は
第
２
面
を
参
照
）

な
お
本
年
は
当
会
が
再
結

成
さ
れ
て
一
〇
周
年
に
あ
た

り
、
記
念
行
事
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
加
賀
宝
生
流
・

渡
辺
晃
三
郎
師
に
よ
る
幸
若
音
曲
の
解
説

と
口
誦
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
幸
若
音
曲
の
猿
楽
と
対
比
し
な
が

ら
の
歴
史
的
位
置
付
け
の
言
及
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
、
寶
生
流
新
撰
小
謡
本
か
ら
、

上
調
と
下
調
、
拍
子
の
こ
と
、
節
の
こ
と

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
打
波
家
に
伝
わ
る
幸
若
音
曲

の
う
ち
、
婚
礼
な
ど
の
祝
宴
に
際
し
て
謡

わ
れ
る
「
時
津
風
」
「
敷
嶌
」
な
ど
を

朗
々
と
実
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

加
賀
宝
生
流
謡
曲
十
五
徳
（
一
部
）

一
、
不
行
知
名
所

行
か
ず
し
て
名
所
を
知
る

三
、
不
馴
近
武
芸

馴
れ
ず
し
て
武
芸
に
近
ず
く

五
、
不
軍
識
戦
場

軍
せ
ず
し
て
戦
場
を
知
る

六
、
不
習
識
歌
道

習
わ
ず
し
て
歌
道
を
識
る

八
、
不
詠
望
花
月

詠
め
ず
し
て
花
月
を
望
む

九
、
不
労
知
古
事

老
い
ず
し
て
古
事
を
知
る

一
一
、
不
触
知
仏
道

触
れ
ず
し
て
仏
道
を
知
る

一
二
、
不
恋
思
美
人

恋
せ
ず
し
て
美
人
を
思
う

一
三
、
不
祈
得
信
徳

祈
ら
ず
し
て
新
徳
を
得
る

一
四
、
無
薬
散
鬱
気

薬
な
く
し
て
鬱
気
を
散
ず
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幸若かわら版はe-とこ朝日ホームページにも掲載されています　https://asahi-area-c.net/

令和７年度事業経過報告 令和８年度事業計画

令和８年度予算

令和８年度役員一覧
誌面掲載の都合上、総会

資料を一部省略簡略化し

ています。

令和７度決算

実施月日 　　事　業　名 　摘　　　　　　要
 4月  4日 街角美術館 福信金庫支店
 4月 13日 佐々生墓地清掃
 5月 11日 総会 生涯学習センター

 5月 25日 区健康ウォーク
 6月　3日 街角美術館 福信金庫支店
 6月 26日 出前授業 朝日小学校
 7月 26日 あさひまつり ふれあい横丁
 8月 30日 幸若旗補修交換 西田中本通り
 9月  1日 高田町長陳情 １００項
 9月 23日 幸若舞奉納 白山神社
10月  5日 幸若舞奉納 織田劔神社
10月 31日 朝日地区文化祭 生涯センター
11月 24日 安土城シンポ 近江八幡市
12月  7日 加賀宝生流能鑑賞 金沢能楽堂
 1月 18日 新年会 打波家謡曲CD披露

 1月 30日 朝日小郷土学習発表会旧常磐小学校

幸若歴史愛好会10回開催

その他かわら版発行６回

名誉顧問 　打波悦子（故打波六兵衛氏夫人） 顧　　問 高松　恒雄
顧　　問 中嶋　宗聖 顧　　問 村上　雅紀 顧　　問 孝久　幸一
会　　長 児玉　　忠 副 会 長 青山　　栄 副 会 長 月田　文夫
事務局長　橋本　守行 庶　　務 岡本トシ子
理　　事 岡本トシ子 理　　事 松田美喜子 理　　事 藤川チエ子
理　　事 谷　伸一 理　　事 高橋　　満 理　　事 月田　文夫
部 会 長 月田　文夫 副部会長 高橋　　満 部 会 長 藤川チエ子
部 会 長 松田美喜子 部 会 長 谷　伸一 部 会 長 青山　　栄
監　　事 井上　裕章 監　　事 高橋　圭子 参　　与 西野喜久治
参　　与 佐藤千津子 参　　与 青木美枝子 参　　与 白崎　賢一
参　　与 竹内　由美 参　　与 辻　洋次郎

収入 単位：円

前期繰越金 107,997
年会費 100,000 ５0名
町補助金 428,000 越前町
区補助金 20,000 西田中区
行事参加費 10,000
文化協議会 2,500 街角美術館
雑入 600
合計 669,097

支出 単位：円

事務局費 30,000 事務用品ほか

会議費 50,000 総会等

事業費 559,000
 幸若歴史講座 64,000 講師謝礼等

 関連史跡巡り 100,000 研修旅行など

 佐々生墓地清掃 20,000
 かわら版発行 60,000
 語り部の会 5,000 あさひまつり

 すごいぞ展 20,000 文化祭

 幸若子供教室 50,000 出前授業

 観月の夕べ 10,000 劔神社

 研修会 80,000 他団体交流

 幸若舞復元 150,000
団体加入金 5,000 文化協議会
予備費 25,097
合計 669,097

実施月日 　事　業　名 　摘　　　要
 4月  佐々生墓地清掃
 4月 街角美術館 泰澄の杜4～6月
 5月 総会 生涯学習センター

 7月 あさひまつり
 9月 劔神社観月の夕べ

 9月 西田中白山神社 幸若舞奉納
10月 研修旅行
11月  朝日地区文化祭
11月  幸若子供教室
11月  幸若舞子供教室朝日小出前授業
12月 忘年会・講演会
 1月 講座・新年会

幸若歴史愛好会9回開催

その他かわら版発行６回

収入 単位：円

前期繰越金 358,056
年会費 90,000 ４５名
町補助金 500,000 越前町
区補助金 20,000 西田中区
行事参加費 0
文化協議会 5,000
雑入 681
合計 973,737

支出 単位：円

事務局費 16,498 事務用品ほか

会議費 4,681 総会等

事業費 839,561
 幸若歴史講座 76,240 講師謝礼等

 関連史跡巡り 91,708 岐阜方面研修旅行

 佐々生墓地清掃 8,710
 かわら版発行 44,540
 語り部の会 2,640 あさひまつり

 すごぞい展 17,023 文化祭

 幸若子供教室 50,000 出前授業

 観月の夕べ 5,000 劔神社

 研修会 245,700 他団体交流ほか

 幸若舞復元 298,000 幸若旗
団体加入金 5,000 文化協議会
予備費 0
繰越金 107,997
合計 973,737
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二箇用水新樋門設置

幸若歴史愛好会は毎月第４火曜日開催です

当面の主な予定

記念イベント実行委員会 ４面参照

７月１２日（日）１３時３０分～ ニジハコ

あさひまつり

７月２５日（土）

歴史愛好会

７月２８日（火）１０時００分～ 町図書館

会
が
発
足
し
て
か
ら
、
今
年
で
十
一
年
目
を

迎
え
ま
す
。
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
皆
さ
ま
の
ご

尽
力
の
賜
物
と
い
え
ま
す
。
「
幸
若
舞
の
里
づ

く
り
会
」
の
皆
さ
ま
は
、
幸
若
舞
に
つ
い
て
熱

心
に
勉
強
さ
れ
、
幸
若
舞
と
と
も
に
発
展
し
て

き
た
西
田
中
の
歴
史
を
「
幸
若
か
わ
ら
版
」
な

ど
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
さ
れ
る
な
ど
、
長
年
に
わ

た
っ
て
活
動
を
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
の
ご
活
動
を
み
て
も
、
街
角
美
術
館
で

の
展
示
、
佐
々
生
墓
地
の
清
掃
、
あ
さ
ひ
ま
つ

り
や
地
区
の
総
合
文
化
祭
へ
の
参
加
な
ど
多
岐

に
渡
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
で
は
幸
若
舞
を
媒

介
に
「
安
土
城
再
建
の
会
」
や
「
郡
上
青
山
藩

葉
菊
会
」
な
ど
の
県
外
の
団
体
と
の
交
流
を
深

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
一
月
に
常
磐
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た

「
朝
日
・
常
磐
万
博
」
は
圧
巻
で
し
た
。
児
童
た

ち
が
緊
張
し
た
面
持
ち
で
現
代
版
幸
若
舞
を
上

演
し
、
笑
顔
で
幸
若
舞
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
見
て
、
ふ
る
さ
と
の

歴
史
や
文
化
を
学
び
、
次
世
代
へ
継
承
す
る
こ

と
の
大
事
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た
次
第
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
皆
さ
ま
の
地
道
な
活
動
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

当
町
と
し
ま
し
て
も
、
全
国
各
地
の
皆
さ
ん

が
「
幸
若
舞
の
ふ
る
さ
と
」
で
あ
る
越
前
町
へ

訪
れ
る
よ
う
、
歴
史
的
な
調
査
研
究
を
深
め
、

越
前
町
の
魅
力
を
磨
き
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
川
教
育
長
祝
辞
要
旨

児
玉
会
長
開
会
挨
拶
要
旨

本
会
も
平
成
二
八
年
に
再
発
足
以
来
、
皆
様

方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
に
よ
り
、
十
年
が
経
過

し
、
今
日
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
幸
若
関
連
史
跡
の
顕
彰
、
関
連
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
・
参
加
、
現
代
版
幸
若
舞
の
振
興

普
及
、
歴
史
講
座
や
研
修
旅
行
の
実
施
、
関
係
団

体
と
の
交
流
会
、
幸
若
か
わ
ら
版
の
発
行
な
ど

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

「
幸
若
舞
」
は
、
わ
が
越
前
町
が
全
国
に
誇
る

べ
き
歴
史
的
な
芸
能
文
化
財
で
あ
り
、
こ
の
ま

ま
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
れ
ば
、
本
当
に
「
幻
」
と

し
て
消
え
去
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
町
民
の

間
で
ま
で
も
「
幸
若
」
の
名
前
す
ら
忘
れ
さ
ら
れ

て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

我
々
の
世
代
で
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
戦
国
時
代

か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
、
全
国
を
風
靡
し
た

「
幸
若
舞
」
を
再
建
し
こ
れ
を
契
機
と
し
た
越
前

町
の
発
展
を
願
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
ホ
ッ
ケ
ー

や
高
校
野
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
の
み
な
ら
ず
、
文

化
面
の
素
材
と
し
て
は
、
「
幸
若
舞
」
は
格
好
の

テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
。
簡
単
な
道
筋
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
本
会
の
活
動
が
少
し
で
も
そ
の
種
と
な

り
、
大
き
な
波
が
起
こ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。

当
町
出
身
の
若
者
た
ち
が
、
「
越
前
町
っ
て
何

が
あ
る
ん
や
」
問
わ
れ
た
時
、
あ
の
有
名
な
幸
若

舞
の
町
や
と
胸
を
張
れ
る
よ
う
な
町
に
し
た
い
も

の
で
す
。

渡
辺
晃
三
郎
師
書
状
抜
粋

先
の
総
会
で
幸
若
音
曲
の
口
誦
を
披
露

し
て
頂
き
ま
し
た
渡
辺
師
か
ら
書
状
が
届

き
ま
し
た
の
で
そ
の
要
旨
を
以
下
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。

…
…果

た
し
て
江
戸
幕
府
の
式
楽
に
お
け
る

本
家
本
元
の
幸
若
音
曲
の
雰
囲
気
の
一
端

に
で
も
触
れ
て
戴
く
事
が
出
来
ま
し
た
で

し
ょ
う
か
。
幸
若
舞
と
は
申
せ
ど
も
既
に

舞
の
部
分
は
退
化
し
語
り
と
扇
拍
子
に
よ

る
謡
だ
け
の
能
よ
り
も
素
朴
な
芸
能
で

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
の
幻
視
に

至
り
ま
し
た
。

版
権
者
で
あ
ら
れ
る
打
波
様
の
も
し
御

許
し
さ
え
得
れ
れ
ば
、
是
非
と
も
皆
様
方

で
会
得
し
て
、
御
披
露
し
て
み
て
は
如
何

で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
記
念
す
べ
き
創
立

十
周
年
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
時
間
と
言
う
時
間
は
あ
っ
と
言
う
間

で
あ
れ
も
お
話
し
て
お
き
た
い
、
こ
れ
も

絶
対
に
お
話
し
て
お
き
た
い
と
レ
ジ
ュ
メ

を
作
り
損
ね
た
分
資
料
を
持
参
し
た
も
の

の
御
紹
介
ま
で
に
至
ら
ず
、
只
赤
面
致
す

ば
か
り
で
し
た
。
…
…

秋季研修旅行予告
本年度の秋季研修旅行は、郡上八幡市青山

葉菊会の三国訪問に機会に、９月27日本会と

しても三国小旅行を予定しておりますので、

ご承知おき下さい。詳細は次号に掲載します。
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例会は毎偶数月第２金曜日です

さ
る
五
月
一
九
日
、
会
員
十
名
余
の

参
加
を
得
て
、
角
鹿
講
師
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
引
き
続
き
、

「
近
代
の
先
覚
者
・
橋
本
左
内
」
で
す
。

①
幕
末
は
前
期
と
後
期
に
分
け
ら
れ
、

左
内
が
生
き
た
の
は
前
期
で
あ
る
。
こ

の
時
期
は
、
学
者
の
佐
久
間
象
山
な
ど

の
急
進
派
も
存
在
し
た
が
、
改
革
派
も

多
く
は
尊
皇
佐
幕
派
で
あ
り
、
左
内
も

外
様
大
名
を
巻
き
込
み
、
同
じ
主
張
で

あ
っ
た
。

②
左
内
が
直
弼
の
逆
鱗
に
触
れ
た
の
は
、

将
軍
継
嗣
問
題
で
、
一
橋
派
に
加
担
し
、

政
治
工
作
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

③
明
確
に
「
倒
幕
派
」
が
登
場
す
る
の

は
、
薩
長
連
合
な
ど
を
唱
え
た
坂
本
龍

馬
な
ど
が
登
場
す
る
幕
末
後
期
で
あ
る
。

④
将
軍
継
嗣
問
題
で
、
徳
川
慶
喜
に
つ

い
て
よ
く
、
英
明
、
年
長
、
人
望
な
ど

を
推
挙
理
由
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
具

体
的
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

ラ
イ
バ
ル
の
家
茂
と
対
照
と
し
て
、
表

現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

⑤
幕
末
期
の
医
学
レ
ベ
ル
で
は
、
血
液

型
の
認
識
も
乏
し
く
、
左
内
の
血
液
型

は
定
か
で
は
な
い
。

本会結成十周年記念イベントについて
「幸若舞の里づくり会」は、平成２８年に結成され、皆様のご協力で本年で１

０年が経過しました。この間の活動では、必ずしも十分な成果を得たとはいえ

ませんが、これを節目として十年を振り返り、今後の十年を見据えた活動を展

開するために、現在のところ概ね下記のような内容での記念イベントを計画し

ております。会員の皆様方のご意見を伺いながら、さらに検討を深める所存で

す。次号に詳細な内容をお知らせいたしますが、ご承知おきお願いいたします。

なお、本イベントの実行委員を募集しております。意欲のある方は、事務局

までご連絡をお願いいたします。

幸若舞の里づくり会結成十周年記念イベント（案）

実施期日 令和８年１１月１５日（日）

実施会場 「ニジハコ」および打波家旧邸宅

実施内容 現代幸若舞演舞、記念式典、記念講演会

幸
若
歴
史
愛
好
会
開
催

越前幸若舞をＮＨＫが取材

さ
る
六
月
二
九
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
井
の
取
材

を
受
け
ま
し
た
。
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
ニ
ュ
ー

ス
ザ
ウ
ル
ス
福
井
の
「
ほ
や
ほ
や
み
つ
け
隊
」

コ
ー
ナ
ー
で
越
前
町
朝
日
地
区
が
取
り
上
げ
ら
れ
、

ホ
ッ
ケ
ー
と
と
も
に
越
前
幸
若
舞
が
対
象
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
幸
若
舞
発
祥
地
の
碑
を
中
心
と
し

た
旧
幸
若
一
族
の
屋
敷
跡
周
辺
、
打
波
家
に
代
々

伝
わ
る
幸
若
音
曲
台
本
、
さ
ら
に
は
現
代
幸
若
舞

の
練
習
風
景
が
な
ど
が
取
材
を
受
け
ま
し
た
。

旧
幸
若
諸
家
の
屋
敷
跡
地
は
、
明
治
以
降
旧
朝

日
村
役
場
や
丹
生
郡
役
所
、
朝
日
尋
常
小
学
校
用

地
な
ど
に
転
用
さ
れ
た
こ
と
。

越
前
幸
若
舞
を
伝
え
る
直
接
資
料
（
音
源
・
写

真
・
衣
裳
な
ど
）
が
乏
し
い
状
況
で
た
い
へ
ん
貴

重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
。

往
時
の
越
前
幸
若
舞
の
復
元
が
当
面
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
一
六
年
前
に
「
現
代
幸
若
舞
」
が

創
作
さ
れ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
で
も
上
演
さ
れ
て

町
民
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
と
。
な
ど
を
説
明

し
ま
し
た
。

（
七
月
六
日
夕
方
六
時
の
「
ニ
ュ
ー
ス
ザ
ウ
ル

ス
福
井
」
の
な
か
で
放
送
予
定
で
す
。
）


